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室1/19.44㎡(11.7帖)

デスク

室2/19.44㎡(11.7帖)

ホール
洗面室/5.22㎡(3.2帖)

納戸/4.50㎡(2.7帖)

家族室/50.2㎡(30.3帖)

テラス/6.48㎡(3.9帖)
駐車場(寸法はチェロキー)

ベンチ

「今」と「これから」を考える

1F 2FB1F

部屋着、パジャマ、下着、タオルなど入浴直

後に必要な物は洗面室の近くに設置。

高さ2ｍの壁で仕切られた対面式キッチン。

新たに家族となるお二人が、新たな生活をスタートするための住まい。

でも、数年後には家族が増えることも考えられるので、全ての住空間は、家族の成長

やライフステージの変化に柔軟に対応するべく決められた機能は持たせていません。

すなわち、全ての住空間はつなぐことも、切り離すことも可能にしておきます。

つなげた場合は、家族の気配を感じ、安心感を与えてくれる。切り離した場合は、人

を家の中に離散させて空間に広がりを与え、プライベート空間を生み出してくれます。

このように可変性があり、自由度の高い住まいを建て主様にプレゼント致します。

洗面カウンター脇に跳ね上げ式の作業台を

設置し、洗濯物を取り込む際の作業スペース

として利用します。

洗濯物を干すことができる1帖程のバスコート

を設置。

上部に吹抜を設け、上階から降り注ぐ自然光

を取り込みます。

布団など大きい物を収納できるすのこ状の棚

を設置。

ウォークインクローゼットの壁高を1.8ｍに抑

え、寝室部分と天井面を連続させることで空

間に広がりを与えます。

1階バスコートとつながる窓からも自然光が

注ぎ込む。

1階ホールとつながる窓は上下階の気配を感

じるための仕掛け。

階段下を利用してデスクを設置。また、ゆっく

りと放熱する蓄熱式電気暖房器を設置。

壁面収納と一体化した厚みのある窓。

私
が
今
回
考
え
た
こ
と

空
間
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た
換
気
･
通
風

外
壁
イ
メ
｜
ジ

言葉ではなかなか表現できない建て主様のイメージを私が代弁者となって、その言葉にならないイメージを具現化して

いくと同時に、いい意味でそのイメージを裏切った案をつくるように心掛けています。

今回考えたこと

1．床レベルの変化が新鮮な住まい

　 　スキップフロアが視線の抜けや室内のつながり、外部への広がりを生み出します。

2．プライバシーに配慮しながらも家族の気配や音が伝わる空間の立体的なつながり。

3．住空間をワンルーム空間と捉えつつ、場所や用途に応じて異なる風合いや質感を用い、多彩な表情を持たせます。

4．プライバシーを保ちつつ精一杯大きく開けられた窓。

　　 鶴見川までの視線の抜けが確保でき、かつ北側隣家などからの視線は気にせずその風景を愉しめる位置に大きな

　 　窓を配置します。

5．シンプルで使いやすい大きな部屋。

　 　部屋は大きいだけでかなり気持ちのいいもの。内部の仕切りは必要に応じていつでも付け足すことができるので、　

　　 予め構造を工夫して柱を減らし、長いご家族の歴史の中で変わっていける自由度の高い住まいを目指します。

6．屋根の形状は、家の中心から外部に向かって空間が広がっていくイメージ。

7．2階家族室と連続したテラス。

8．各部屋には2カ所以上の開口部を設けて機械に頼らず、できる限り自然な風や光が流れるような空間づくり。

9．水廻りを敷地東側に集約することで無駄な配管工事をなくし、コストダウンを図ります。

モルタル下地の上にレンガ

を貼り、さらに光触媒効果の

ある左官材を塗り上げた外

壁の事例でこのような風合

いや質感を考えています。

但し、コスト面で厳しい場合

は、ガルバリウム鋼板など

別の外壁材を検討させてい

ただくことをご了承ください。

*掲載している写真は雑誌

　 LiVESvol.43より引用

規模

階数/地下1階地上2階、敷地面積/84.67㎡(25.61坪)、建築面積/57.30㎡(17.33坪)、建蔽率/67.67％(許容70％)、

法定延床面積/122.01㎡(36.90坪)、容積率/144.10％(許容200％)、地下1階床面積/24.99㎡(7.56坪)、1階床面積

/49.89㎡(15.09坪)、2階床面積/47.13㎡(14.25坪)、施工床面積/126.29㎡(38.20坪)　

構造･構法

主体構造/鉄骨造一部鉄筋コンクリート造、基礎/べた基礎

外部仕上

屋根/ガルバリウム鋼板、外壁/モルタル下地の上レンガ貼、開口部/アルミサッシ、外構/富貴草、砂利敷

内部仕上

ホール　床/フレキシブルボード、壁/クロス貼、天井/クロス貼

室1 　　　 床/フローリング、壁/シナ合板貼、天井/シナ合板貼

室2 　　　 床/針葉樹合板、壁/クロス貼、天井/クロス貼

家族室　床/針葉樹合板、壁/クロス貼、天井/クロス貼　

見上げるとこの窓からは外の緑を眺めること

ができ、暗いイメージの地下室を一新します。

隣地との境には3M程の塀があるので、周囲

からは覗き込まれにくいプライベートガーデン

を設けます。

東面の窓から射し込んだ光がこの壁に当たり

部屋全体を明るい印象にしてくれます。

b a

b' a'

b a

b' a'

b a

b' a'

▽1FL

▽2FL

▽B1FL
室1

室2

家族室

ホール納戸

部屋をつなぐ小窓や階段室、垂直方向に連続す

る空間を利用して建物内の空気を循環させ、家

全体に熱を回し、快適な住空間を実現します。

1．自然換気ルートの確保

隣家との距離を確保しにくいことを想定して水平

方向だけに風の抜けを頼るのではなく、スキップ

フロアを採用することで空気を垂直方向に移動

させて自然換気を行うルートを確保しました。

2．階段室も空気を循環させる仕掛け

平面中央部に階段室を設け、上下に空気が流

れる空間を確保することで温度差を利用した自

然換気が生まれます。

3．最低限のエアコンを適材適所

2階には天井の高い空間における上下での温度

差を解消するために床暖房と連動したエアコン

を設置し、空気を撹拌します。冷房時は階段室

等を伝ってゆっくりと下階へ冷気が流れます。

空気と熱の流れ

　　 外気

　　 空調　夏

　　空調　 冬

蓄熱式電気暖房器(階段室下)

エアコン

エアコン
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室1

室2

バスコート 納戸

テラス

室1

室2

家族室

ホール納戸

家族室

室2の窓からは西側隣家の緑も借景。

a-a'断面図

b-b'断面図

北立面図

南立面図

西立面図

東立面図

この窓からは終日、自然光が室内に射し込

みます。

朝方、この窓から射し込んだ光が室内の壁を

明るく照らします。

バスコートは光庭も兼ねていて室内に明るさ

を取り込みます。

バスコートは半外部空間になっていて自然な

風や光を室内へ取り込む仕掛けとなります。

02断面図･立面図五十嵐
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北側前面道路から建物全体をみる　 　 西側前面道路から建物全体をみる　 　 南側隣地から建物全体をみる　 　

1階室2　 　

1階ホール　 　 2階家族室「上」フロアから全体をみる　 　2階家族室「下」フロアから全体をみる　 　地下1階室1　 　

この窓から借景を愉しめます。

ここを壁にすることで北側の家
から2階全体が覗き込まれない
ようにします。

ハイサイド窓から2階全体に明るさをもたらします。

この窓からは終日自然光が射し込みます。

この開口部は下階の室2と繋がっていて
開放しておくと様子を伺うことができます。

ここの建具を開放することで2階と繋げる
ことができます。

この窓からホールの様子を伺うことができます。

この窓から庭の緑を眺めることができます。

午前中、この窓から射し込んだ光が正面の壁に当たり
部屋全体を明るい印象にしてくれます。

03外観パース
内観パース

五十嵐
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